


れ,ブルックヘーブン国立研究所のカロ速器で撮影

された泡箱写真を解析し素粒子を研究することを

始められました。私が聞いている範囲では,こ こ

の研究環境が先生の望まれたものと大きく離れて

いたため,大変苦労されたようです。そのころ西

川哲治先生と出会われ,帰国を勧められたと聞い

ています。「半分だまされて帰国したが,今では

西サ|1先生にそのことを感謝している」とよくおっ

しゃいます。            ヽ

理学部物理学教室に来られてからは,皆さんが

ご存じの通りです。着任当初はマサチューセッツ

州立大学で始められた泡箱写真の解析を続行すべ

く,新型飛跡解析装置を作ることに全力を注がれ

ました。当時助手であった川回湊さんとモワレ干

渉縞を使い高精度でディジタル化するアイディア

を実現すべく,大学院生と一緒に装置を手作りさ

れていた姿を思いだします。この開発で日本の研

究費が少ないこと,熟練技術者の援助が得られな

いこと,ま た旅費などを工面するのすら大変であ

ることを痛感されたようです。この装置が完成し

た頃には,あれだけもてはやされた泡箱が次々と

廃棄される時代になっていました。先生は,研究

の効率だけを考え,次から次へと実験装置を取り

替えてゆくやりかたに,疑間を持たれ始めたので

はないでしょうか。大学は研究中心でなく教育を

申心に考えるべきだとの先生のご意見を,よ く耳

にしました。世界中のほとんどの泡箱が廃止され

るにおよび,高エネ研で行われているカウンター

実験に参加されるようになりました。その際,陽

子や重陽子などの反応とK中間子の崩壊を研究
テーマに選ばれた背景には, これらの分野での先

駆的な泡箱実験があったようにお見受けしていま

す。1985年頃には,日本も巨大実験優先の時代

に入ります。教育効果の高い小グループの実験を

理想とされてきた先生でありますが,国内の巨大

実験の最初となったトリスタン計画にも参加され,

トパーズ 。グループて活躍されるようになります。

山本祐靖先生は,大学運営でも,教育と国際化

を中心に活躍されてきました。国際交流委員を長

く務められたり,留学生教育センターの設立や運

営に携わってこられたのも,その一つに過ぎませ

ん。物理学教室にあっては,常に,落ちこぼれが

生じないような講義をすべきであると強く主張さ

れてこられ, ご自身もその実践に努められてきま

した。理科教育法などの講義にも積極的に取り組

んでこられたことにも,先生のお考えがよく現れ

ています。また国際化に関して思い出すのは,着

任されてからしばらくの間,3年生のセミナーを
すべて英語でなさっていたことです。これが現在

まで続かなかったところに,東大が国際的な大学
になれない理由の一つがあるように思えます。博

士論文や修士論文の審査などでも丁寧に英文を添

肖Jしておられたのですが,最近は英文添肖」を期待
されて困ると嘆かれています。専任教官の国際的

な公募に関しても,外国から着任しても戸惑うこ

となく教育 。研究に活躍できる環境を急いでつく

るべきだと,主張されてきました。外国籍や外国

育ちの教官や学生がいるだけでなく,その人たち

が十分活躍できるようになって始めて国際化した

と言えるとのお考えは,い ま多くの共感を得つつ

あります。

物理学科の学生諸君に聞けば,やさしい先生の

一番に山本先生をあげるでしょう。授業について

行けない学生が,気軽に相談できた先生だったと

想像します。彼らの悩みに同情されるためと思い

ますが,私なども,ク ラスの上半分を見て講義し

てはダメであると諭された経験があります。また

多くの学生が,自分の適性を無視して研究者にな

りたがることにも,疑間を感じておられたようで

す。就職担当の教官としても,根気よく学生の進

路相談に応じておられたのを思いだします。物理

学教室の実験担当教官会議の議長として,学生実

験のテーマ選択やレポー ト採点などでも,学生へ

の教育効果を重視する方向で指導力を発揮されて

きました。また技官や事務官の方々の相談相手と

しても人望が厚く,物理教室の試作室や材料室,
また事務室などの運営にあたっても,職員と教官
または理学部事務との間で調整の努力を重ねてこ
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